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22
［日］

とくしまマラソン
2026を開催

８
［日］

おひなさまに変身！

　徳島城博物館で、ひな人形装
束の着装体験を開催。参加者たち
は、華やかな十二単や直衣を身に
まとい、記念撮影をするなど、特
別なひとときを楽しみました。

　毎年恒例のとくしまマラソンを
開催。7,375人のランナーが、沿
道からの多くの声援を受けなが
ら、今大会で最後となる吉野川沿
いのコースを駆け抜けました。

17
［火］

ICOCA導入記念式典
を開催

　市内を走る路線バスで交通系IC
カードによる支払いが開始。JR
徳島駅前では記念式典が行われ、
市長や関係者によるテープカット
でサービス開始を祝いました。

20
［祝］

眉山ロープウエイ　　
年間利用者20万人達成

　あわぎん眉山ロープウエイで、
年間利用者20万人を達成。眉山
山頂展望台で、20万人目のお客
さまをお迎えし、認定証と記念品
が贈呈されました。
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シビックセンター
◆とんぼ玉教室（全３回）
　卓上バーナーを使って
とんぼ玉の制作方法を学
びます。

［とき］
▶５月教室＝５月12日㈫、19日㈫、26日㈫�
▶６月教室＝６月９日㈫、16日㈫、23日㈫�
▶７月教室＝７月14日㈫、21日㈫、28日㈫�
※各教室、午前クラス（10：00 ～ 12：00）、
午後クラス（14：00 ～ 16：00）の２クラス。�

［ところ］シビックセンター４階活動室
［対象者］18歳以上の人
［定員］各クラス８人（先着）
［費用］3,660円（市外の人は4,026円）※別途材
料代3,000円程度必要。

［申し込み方法］電話またはファクス
で徳島ガラススタジオへ

［問い合わせ先］徳島ガラススタジオ
（(669－1195　 669－1221）

はこらいふ図書館
◆住友美代子の朗読会※要申し込み
　文学作品を声に出し、深く鑑賞する朗読会で
す。今回は壷井栄作「二十四の瞳」を朗読します。

［とき］５月17日㈰14：00～ 15：30
[対象者］どなたでも

［定員］25人
◆おやこでつくってあそぼう「自分で描いた絵
が動く、パタパタアニメーションを作ろう！」
※要申し込み
　絵を描いたカードを貼り合わせて回すと絵が
動く、面白い仕掛けを作ろう！

［とき］５月30日㈯14：00～ 15：00
[対象者］４歳～小学２年生と保護者

［定員］子ども10人
◇　　◇　　◇　　◇

［申し込み方法］電話または直接、同
館へ

［問い合わせ先］はこらいふ図書館（(654－
4421　 654－4423）

産業支援交流センター
◆ウッドバーニングのコースタートレイづくり
　木の表面を焦がして絵
や模様、文字を描く「ウッ
ドバーニング」を体験で
きるワークショップで
す。ヒノキ製のキットに自由なデザインを描き、
オリジナルのコースタートレイを作ります。

［講師］佐々木友香里さん（Atelier Hazel）、荒
木拓郎さん（株式会社AT）

［とき］５月24日㈰11：00～、14：00～
［ところ］産業支援交流センター 09（アミコビ
ル９階）

［対象者］10歳以上（小学生は保護者同伴）
［定員］各回10人（先着）
［費用］1,500円（材料費込み）※当日現金払い。
［申し込み方法］電話もしくは直接、同センター
へ

［問い合わせ先］産業支援交流セン
ター 01（( 661－7124）

アミコビルで行われる各種イベント

　御座船入江川は、徳島市明神町６丁目付近から、沖浜交番や徳島文
理大学のキャンパスの北側を東に流れ、徳島県立産業観光交流セン
ター（アスティとくしま）の東で園瀬川の下流に合流します。古くは、
南二軒屋町付近にさらに上流があったと推定されますが、現在では埋
め立てられており、確認することができません。
　御座船とは、一般的には貴
人の乗る船をいい、江戸時代
には殿様が参勤交代の際に乗
船した船を指します。蜂須賀
家の御座船は至

し
徳
とく
丸
まる
と飛

ひ
鴎
おう
丸
まる

の２隻があり、交互に使用さ
れました。両船とも16反帆
（１反帆は帆幅約70㌢前後）
で、積載量は350石積み（１
石は約150㌔）に相当します。
　御座船入江川は、その名称からすると御座船が入港した川というこ
とになります。ところが、蜂須賀家の参勤交代には、徳島城から北へ
進み助任本町を直進して、別宮川（現在の吉野川）の港である大岡六間
屋から出航したコースと、城から徳島本町を東へ進み、福島橋で川舟
に乗って新町川を下り、沖洲の先に停泊していた御座船に乗り移って
出航したコースの二つがありました。しかし、御座船入江川はこれら
両コースとは関係がありません。
　実は、御座船入江川は蜂須賀家の歴史を語る上で重要な場所だった
のです。天正13（1585）年、阿波に入国した蜂須賀家政は、徳島城の
前に一時的に一宮城を利用していました。そのため、御座船入江川は
一宮城へ入るために利用された水上の道であったと考えられます。藩
祖蜂須賀家政が阿波国拝領後、初めて入国した際に使用した川であっ
たことから、御座船入江川というシンボル的な名前が生まれたと考え
られます。

［問い合わせ先］徳島城博物館（(656－2525　 656－2466）

▲御座船「至徳丸」
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